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2008年6月6日夕方の高雄駅。改札口の前で、人ごみの中に、いるはずのない人を私は
探してしまう。どんなに探しても、あの優しい笑顔の人が私を高雄で待ってくれているは
ずはない。このむごい現実をここでも認識すると、涙があふれそうになる。しかし、その
涙をこらえて、私は毅然とした姿勢で、改札口を通り抜けた。最後にお目にかかったとき
におっしゃったあの言葉。「あなたは充分に台湾の良いところも悪いところも理解している
から、もう1人で大丈夫だ」と。もういないのだ。許昭粂先生！
私が許昭柴先生と出会ったのは、2004年。大学院修士課程に入学したばかりのときだっ
た。大学院の授業で自分の研究発表担当の題目が「台湾老兵（1）・許昭柴先生」ということ
だった。到底、日本で調査して発表できることではないので、ご本人を知っていそうな人
に仲介していただいて、高雄で直接お目にかかることになった。事前に、許昭柴先生が自
費出版した『知られざる戦後　元日本軍・元国府軍台湾老兵の血涙物語』台湾老兵世界平
和祈願公園建設推進委員会高雄事務所　2002年5月　そして、『許昭粂言行録』自費出版
2002年11月などを読んでいった。これらの本を通じて、「旧日本軍及び中華民国軍台湾人
軍人軍属従軍看護婦などに対する補償未解決問題」、「戒厳令下での台湾の政治思想弾圧人
権問題」という二つの大きな問題を「許昭柴先生」という一人の人物から読み解くことが
出来た。いつも他者のた桝こ犠牲になり、受難の連続だった「許昭柴先生」の人生を学ぶ
ということは、常に外来政権に支配されて、暴風雨にさらされてきた「台湾史」を学ぶこ
とと同じであると私は認識している。
許昭柴先生は、高雄で、政治受難者やその家族を集めて、未熟な外国人の一学生である
私のために大きな勉強会を開いてくださった。そして、さまざまなことを教えてくださっ
た。その後、旗津半島にある「戦争と平和紀念公園」に連れて行って、今日（こんにち）
にいたるまでの経線を説明してくださった。当時は、草ぼうぼうの荒地に、暫定的に、ト
タンのような金属で出来た慰霊碑が立っているだけのものだった。あの土地は、許昭柴先
生を中心として、台湾人従軍者だった方々が命がけで、ハンガーストライキを行って、高
雄市から勝ち取った土地であると聞いた。しかし、それは、産業廃棄物が山積するひどい
土壌で、植物を植えるには、土を入れ替えないとダメだという話だった。確かに、プラス
（1）「台湾老兵」とは、第二次世界大戦時において、旧日本軍に従軍した台湾人及びその後、
中華民国軍に従軍し、国共内戦や朝鮮戦争に従軍して、生き残った台湾人のことを指す。
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チックのごみなどが土にまみれていて、無残な土壌だった。それでも、許昭条先生は、「こ
の港から、中国大陸の戦争に連れて行かれたのだから、この場所には強い思いいれがある
のだ」とおっしゃった。
バシー海峡を望むこの土地にたたずむ慰霊碑と許昭柴先生の思いを理解した私は帰国後、
日本人として、日本国民として自分には何ができるのか、いろいろ考えた。まだ大学院修
士課程に入学したての私が浅い知恵で考えたことは、自分が所属する拓殖大学の教室を借
J
りて、許昭柴先生のように旧日本軍に従軍して、辛酸をなめた人生を送らざるを得なかっ
た台湾人の老兵の方を数名招いて、講演会を開く。その話に少しでも共感してくれる聴講
者から、いくぱくかでもかまわないので、募金箱に自分が思うだけの金額のお金を入れて
もらう。そのお金は、台湾人老兵や戦争と平和紀念公園維持・管理のために使っていただ
く。許昭柴先生来日や滞在費用は私がアルバイトで働いたお金を準備して、滞在中になに
か問題があったときには、私が全ての責任を負う、という条件で、自分の指導教官を通じ
て、大学に教室使用のお願いを申し出た。しかしながら、指導教官の返答は、「あなたの志
は立派である。しかし、現在、この学校の中では台湾と反対勢力の中華人民共和国の教員
や学生が多い。したがって、この計画は実現不可能である。よって、教室使用は許可でき
ない」というものだった。私は諦めずに、東京及びその周辺で台湾支持をしている団体や
知人などに、公の施設を借りて、このようなことを実現したいので、協力して欲しいと何
度も申し出た。しかし、多くの日本人台湾支持者たちは、李登輝前総統のような著名で地
位がある台湾人には何万円、何十万円を出すことを惜しまないのに、このような問題には
全く冷淡で無関心だった。結局、私一人が焦るだけで、何も実現しなかった。それでも、
慰霊祭がある度に、私は少しばかりの献花と線香などは出来る限り、供えさせていただい
てきた。インターネットのメールマガジンにも、「台湾人元日本軍人軍属の働異」という、
老兵問題に関する投稿をした。そのような私の微力な支援に対して、許昭柴先生は、「関心
をもってくれて、本当にありがとう」と心から感謝の言葉をおっしゃってくださった。そ
の言葉を聞くたびに私は自分の無力さを情けなく、申し訳なく思っていた。
2007年夏、日本の研究発表会で私は、「台湾人・旧日本軍人軍属日赤従軍看護婦への戦
後補償問題」という題目で、研究途中経過発表を行った。この研究は、主に、日本の国内
法に注目して、どのような事実関係があって、何によって、21世紀になった現在でも、こ
の間題が未解決であるのかを明らかにした。このような問題の先行研究はほとんどないと
いっても過言ではない。あるとすれば、弁護士の羽柴駿氏の論文など、ごくわずかなもの
である。「台湾人で日本軍に従軍した」というと、日本人には、どうしても「高砂義勇隊」
ばかりに注目しがちである。しかし、原住民は勿論のこと、平地の台湾人男女も従軍した
という事実を特に我々日本人は忘れてはならない。台湾人が従軍した補償問題というと、
一般的に、「太平洋戦争に関して、日本への賠償責任を蒋介石総統が放棄したから解決済み
である」という“通説’’どおりに受け止めている場合が多いと思う。けれど、最近では、
外務省『外務省の百年』原書房1969年7月　の文書などを根拠として、異議を唱える人も
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少なくない。太平洋戦争時に旧植民地の国・地域の人たちが果たした役割とは何か？そし
て、それらの働きに対して、‘日本国は戦後、従軍した旧植民地の人たちに、どのような政
治決議や法的措置をとってきたのか？政治決議や法律の制定にいたるまでに、日本人政治
家や民間人はどのような働きをしてきたのか？法律と現状の矛盾点は何であるのか？これ
らの問題は　rすでに終わった歴史の1コマ」だといえるだろうか？…このような観点に注
目して、私は研究調査を進めた。
まず、白日日本軍人」、「旧日本軍属」、「旧日赤従軍看護婦」（2）の台湾人の実例をあげて、
それらの人たちが果たした役割を明らかにした。そして、次に「我が国における戦後補償
制度史と台湾大元日本兵戦死傷補償請求訴訟」の流れを説明した。
第二次世界大戦前の日本国において、日本軍に従軍した人たちを補償する
法律が存在した。「恩給法」は、日本軍人、幹部候補生、官吏の身分を持つ上級軍属に適用
した。「雇用扶助令」は、顧員・傭人に適用した。「陸軍組合規則・海軍共済組合規則」は、
工員などに適用した。ここで、問題になるのは、「雇用人タル軍属ノウチ内地勤務者ニッキ
マシテハ、年金ヲ支給スベク立案中二遂二終戦二至り。」（第13回国会衆議院厚生委員会に
おける吉武国務大臣の説明より）つまり、この文言によれば、外国で勤務する下級軍属の
多くは台湾人・南北朝鮮人であり、戦後と変わらぬ「恩給欠格」であった。
年代を追ってみていくと、1941年に「台湾人志願兵制度」が実施された。1943年には、
「台湾人海軍特別志願兵制度」が実施された。1944年には、「徴兵令」が施行された。やが
て日本国の敗戦を迎えた。日本軍に従軍した人たちへの補償制度は、「雇用扶助令」・「傭人
扶助令」は、「国家公務員共済組合法」に引き継がれた。1952年には、「戦傷病者戦没者遺
族等救護法」を制定した。この法律は、補償が欠落した戦前の外国勤務軍属への救護とい
う意味合いを持つものであった。但し、この法律制定時の世界情勢は、朝鮮半島・台湾の
領土帰属問題があったことを見逃してはならない。1952年、日本と中華民国との間に、日
華平和条約締結。それにより、台湾人軍属が日本大使館へ戦後補償問題を陳情に行く。日
本大使館からは、「補償問題は、日華平和条約により、両国政府で取り決める予定につき、
待って欲しい」との返答であった。日本国の戦争責任の観点から一時、廃止されていた「恩
給法」が1953年に復活した。けれども、この法律の復活により、日本軍に従軍した旧植民
地の人たちが補償されたわけではない。何故ならば、この法律の対象者として、「日本国
（2）「軍人」とは、軍籍にあり、戦闘技術や戦術学などの軍事にかかわる専門的な技能や知識を修得した
ものを指す。「軍属」とは、軍人ではなく、軍に所属するものを指す。時代や政治体制により定義が異な
る。大日本帝国陸軍においては、傭人・雇人・判任官・高等官の四階級に大別されていた。これらの階
級区分は海軍もほぼ同様である。「日赤従軍看護婦」とは、太平洋戦争時、衛生勤掛こ従事していたもの
を指す。日本国政府は、戦時衛生勤務に従事していた元日赤看護婦に対し、昭和54年度から慰労給付
金制度を発足させた。しかし、慰労給付金の受給条件は、「昭和12年7月7日以降の事変地または戦地
において戦時衛生勤務に服し、もしくはこれに引き続き海外で抑留、留用されていた元日赤救護看護婦」
であって、「その期間が3年以上にわたり、かつ、旧軍人と同様の加算年を加えて、12年以上に達する
者」が適用の対象となっている。その結果、昭和12年7月7日以前に召集された者、当時の台湾・朝
鮮等に勤務していた者、さらに在勤年数3年未満の者は給付金受給の適用から除外されている。国籍条
項の問題だけでなく、日本国籍を有する従軍者でも補償の対象外となっている問題がある。
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籍ヲ有スル者二限ル」という一文の文言があるためだ。日本国最高裁判所大法廷1962年
12月5日の判例によれば、「台湾人は、日華平和条約の発効により、日本国籍を失った」
とされているのだ。1972年、日中共同声明の発表。これにより、日華平和条約は事実上、
失効となった。1974年、インドネシア・モロタイ島で中村輝夫（台湾原住民名・スニヨン）
氏が発見される。日本政府から中村氏への対応は、やはり国籍条項を満たしていないため、
日本政府からの正式な見舞金は出なかった。日本政府からは、規定に則って、帰還手当て
三万円と未払い給与の三万八千円だけの支払いがなされただけであった。しかし、特別の
見舞金という形で、二百万円や日本の国会議員の有志がポケットマネーやカンパを募って、
数百万円を贈った。また、日本や台湾の民間人からも様々な援助があった。そのため、台
湾人から日本政府へ補償を求める声が高まりだした。1975年になると、日本国内でさまざ
まな戦後補償を支援する団体が活動する。例えば、「台湾人元日本兵士の補償問題を考える
会」では、明治大学の宮崎茂樹教授が代表となり、王育徳先生が事務局長をしていた。「要
求する委員会」では、林景明先生が代表となった。これらの団体が各種陳情や立法運動を
行った。その結果、1975年2月28日、衆議院予算委員会において、宮沢喜一外相から、「債
務者としての責任は果たすつもりである」という答弁を引き出した。1976年には、明治大
学の和田秀夫教授が代表である人権擁護団体「自由人権協会」を秋本英男弁諸士らが弁護
団となり、補償問題への法律的検証を開始した。翌年には、日本人主要弁護士が訪台して、
旧日本軍に従軍した台湾人に聞き取り調査を実施した。1977年、台湾大戦死傷者13名本
人とその家族が原告となり、「台湾人元日本兵戦死傷補償請求訴訟」により提訴があった。
1982年、東京地方裁判所において、第一審判決。結果は「原告の請求棄却」であった。1985
年、東京高等裁判所において、第二審判決。結果は、「日本国政府に早期の補償実現をうな
がす」というものだった。これは、事実上の「勝訴判決」であり、その後の日本国国会や
政府に補償の早期実現を求め、大きな圧力となった。1987年9月、「台湾住民である戦没
者の遺族等に対する弔慰金等に関する法律」が超党派の議員立法として、通過・成立した。
1987年12月、県連会長、理事合同会議にて、シベリア抑留者に対する補償議案が出され
る。議員連盟は緊急総会を開催した。全抑留者本部を自民党本部6階に設置した。1988年
5月、衆議院本会議にて、「平和祈念事業特別基金」などに関する法案可決・成立した。こ
の基金会は、シベリア抑留者を対象に、慰労金・慰労の品・内閣総理大臣の書状などの業
務をする。しかしながら、ここでも、やはり、第三条第二項の一に、この法律の対象者は
「日本国籍ヲ有スル者二眼サ」という一文があるため、同じシベリア抑留者であっても、
日本国籍ではない日本軍従軍した台湾人や南北朝鮮の人たちは補償の対象外になってしま
った。1987年12月、台湾人元日本兵戦死者に対する弔慰金・見舞金が1人あたり200万
円という金額が1988年度予算案で可決された。この結果を得るには、「台湾戦没者等問題
議員懇談会」の会長である有馬元治自民党議員が、これまでの運動と世論を受けて、予算
編成の最終日に、政府・大蔵省と自民党との最終折衝に挑み、「一発回答」で、200万円の
予算案を引き出した。1988年、「台湾住民である戦没者の遺族等に対する南慰金等に関す
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る法律」施行により、死傷者1名に対して、200万円が支給された。これは、1991年まで
に、約2万8千名の戦死傷者・遺族に対して、支払いがなされた。
なお、日本国厚生省の調べによると、第二次世界大戦における台湾人軍人軍属は、総数
20万人あまり。そのうち、戦死者は3万人あまりである。
このような歴史的経緯と法律の観点からの戦後補償問題を追ってみると、未解決部分が
少なくないことが分かる。今後の課題として、私は6つの問題を提起した。第一に、台湾
人軍人軍属日赤従軍看護婦の戦死傷者の補償だけではなく、未払い給与と郵便貯金・葬祭
料などの債権が未解決のまま、凍結されている点が大きな問題である。第二に、蒋介石政
権下において、「軍人恩給」を受け取ることができなかった旧日本軍従軍台湾人の存在を認
識して、その苦悩を理解すること。第三に、現行の法律に、いわゆる「国籍条項」、つまり
「日本国籍ヲ有スル者二限ル」という一文があるために、多くの旧植民地の日本軍従軍者
が理不尽な思いをしている現実を理解し、今後どのような解決策を図っていくかが問題で
あること。第四に、台湾高雄旗津半島で、許昭柴先生が召集人となり、日本国に補償され
ず、存在すら認められない無念の死を遂げた台湾人旧日本軍従軍者に対して、「無名戦士の
慰霊碑」と「戦争と平和紀念公園」を建設した。（慰霊しているのは、のちに中華民国軍に
従軍して、戦死した台湾人やアメリカ人捕虜死者も含む。）許昭柴先生が尽力して、民間の
力で慰霊行事を行っている。（※　2007年7月28日　筆者研究発表時の記述。）第五に、「シ
ベリア抑留された慰労金を受領しなくても満足している。「従軍」ではない「慰安婦」補償
金支給の前に日本政府はやるべきことがあると思う」という一文から読み解くことが出来
る史実の認識と日本国政府や日本国民がせねばならないこと。これは、台湾雲林県斗六出
身で、旧日本国陸軍特別幹部候補生として従軍し、シベリア抑留された呉正男先生の手記
の一文である。第六に、この間題を解決するには、日本国内法の整備は勿論のことである。
一方で、台湾が「中華民国」という国号を名乗り、中国大陸辺境地域まで「自国の領土」
としている「中華民国憲法」を施行している限り、その国際的地位は未定である。この問
題解決にも難しい影響を与えているのだ。…以上は、2007年7月28日に筆者が日本の大
学で研究発表したものである。（主な参考文献：有馬元治　『有馬元治回顧録：第一巻』
1998．12太平洋総合研究所、羽柴駿　『現代の目～台湾人元日本軍人、軍属に対する日本
国政府の責任を問う～』1977．9　現代評論社、河崎眞澄　『選って来た台湾人日本兵』
2003．3　文峯春秋社、許昭柴　『台籍老兵血涙恨』1995，10　台北：前衛出版社、許昭粂
『台籍老兵血涙故事』1994．6　台北：圃史館台湾文献館　など。）
くしくも、筆者は5月19日に許昭柴先生と高雄旗津半島で、お目にかかった。絶命の前
日である。高雄市政府側が議会の決議をひるがえして、許昭柴先生ら、旧日本軍人だった
台湾人が長年尽力して守ってきた「戦争と平和紀念公園」の主旨をかえてしまおうとする
ことに、許昭柴先生は必死に抵抗をしてきた。今まで協力的だった高雄市政府関係以外の
台湾人も同様の言動に出たとの事だった。何度にもわたる私たち日本側友人への国際電話
ー　89　－
は、まさに英霊と許昭柴先生の「悲鳴」であったと思う。許昭柴先生が、どうにか高雄市
政府側をおさえて、本来の公園が当面は保てるということで、急遽、目前に決まった「5
月13日の慰霊祭」に対して、私が混乱しながらも、行動できたことは、信頼できる日本側
の読売新聞の記者を紹介したことと、許昭柴先生の活動を本当に理解している日本側の友
人たちに呼びかけて、献花を出すくらいのことしか出来なかった。しかし、私の一生の悔
いは、許昭柴先生の死を止めることが出来なかったことだ。現在も自責の念でいっぱいで
ある。
以前、許昭柴先生は「2008年5月の慰霊祭を最後に、戦争と平和紀念公園のことは若い
人にまかせて、残りの人生は自叙伝を書いて穏やかに過ごしたいと思う」とおっしゃって
いた。この言葉は嘘ではなかったと思う。しかし、穏やかな人生の終焉を迎えさせてあげ
られなかったのは、私自身、当然反省すべきことが多々ある。そして、日本側、台湾側共
に、許昭柴先生のこのむごい最期という現実を真筆に受け止めて、それぞれが謙虚に反省
してほしい。何が、誰が、許昭柴先生をこんなむごい最期に追い込んだのか？その答えは、
各個人一人一人に責任があるからだ。第二次世界大戦後、中国国民党軍に従軍して、国共
内戦で中国大陸に置去りにされた戦友の遺骨を供養して、台湾人老兵の状況を調査し、彼
らの魂を台湾につれて帰ったのは、民間人である許昭柴先生と支援者なのだ。本来、この
ようなことは、国家単位の大きな仕事であるべきだ。そのような大きな公の仕事をされて
きた許昭典先生に対して、日台共に今まで、多くの人々が無関心すぎる状態であった。
許昭粂先生が生命に代えても守りたかった「台湾人の尊厳」、「台湾人の国づくり」、「東
アジアの、そして全世界の平和と安定」ということに焦点をおいて、今からでも、私は若
い人たちが純粋に育つことを期待し、尽力したい。
我々は、常に「何が真実」で「何が正義」であり、「我々が進むべき正しい道はどの道で
あるか」を考えて、生きなければならない。許昭柴先生が遺してくださった素晴しい友人
と仕事と精神を引き継いで、手を繋いで、守っていこうではないか！
最後に。台湾内でこのような悲報に接したとき、筆者は言い知れぬ衝撃を受けた。その
際に、真心をこめて、許昭典先生の鎮魂を祈り、ご遺族にあたたかい心をかけて、筆者の
心身を支えてくれた台北市の新亜旅行社・張幹男董事長と戴瑞月副社長に心から感謝を申
し上げる。
2008年6月30日　　日本国東京にて
（※　台湾真理大学『台湾文学評論第8巻第4期　～　許昭条烈士紀念専輯～』
2008年10月15日発行に本文は、中文版として掲載済み。真理大学　台湾文学資
料館　館長・張良澤教授、副館長・戴嘉玲老師、翻訳者・方冠茹研究員に感謝を
申し上げる。）
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※1）関連資料：『寧願焼轟　不願銃憤　台湾烈士許昭柴輿台籍老兵紀念集』
2008年6月　高雄市政府文化局（関連DVD付）
※　2）陳菊高雄市長のもと、故人の遺志を受け継いで、2008年11月9日に高
雄市開懐台籍老兵文化協会が組織された。これは、故人が生命に代えても
守ろうとした高雄市旗津半島の戦争輿和平紀念公園及び戦争文物館の正
式完成を目指し、維持管理するものである。2009年5月に高雄市立の文化
財として正式完成予定である。
註：許昭条簡歴　（爽涼：http：／／taiwanqsoldier，blogspot．com／）
許昭奨出身屏東水底寮的一個貧困的家庭，徒小便需常人放牛養家維持家計。小学草葉
後，在薬店作了幾年工作後，被選中加入日本海軍志瞑兵。二戦後，又因般避二二八橋郷，
而遥入中華民国海軍，再次展開軍旗生涯。一九四八年在塘枯外海輿共軍砲墳海戦，戟円中
同郷好友不幸生亡。許昭築力抗長官海葬的安排，堅持帯屍首回台，最後不得己在長山島草
草埋葬戦友屍首，待戦後再拾回遺骸回郷安葬，祁也因此垂下他日後至中国四虞裁尋台籍老
兵的歴史。
在1955年，許昭簗奉渡赴美接艦，恰巧得知磨文毅奔走台湾滞立的滑息，開始由意台猶
運動的童展，並在夏威夷接欄到一本台碍運動的宣博文宣，賂此書摘回並在同砲問博聞。在
1958年因此書被捕，接著入獄十年。出獄後，奮門事業，即仇不時邁受情治人員騒擾。1985
年赴美考察商務，在美得知施明徳在獄中絶食，参加在洛杉磯的聾援活動，護照即従此備註
鏑，流亡海外。
許昭発於1986在加舎大獲得政治庇護，在1989年持国際難民護照前往中国，尋挟41
年前戟亡的同相屍首。在屍首埋葬的長山島技到同相遺骸，也在常山島認識了一位台籍老兵，
従此開始了解台籍老兵悲惨的歴史，以及展開他四虞探訪台籍老兵的経過。
台籍老兵的起源，是在1945－1947年間，一群十七十八歳的台湾子弟，因為家計貧窮或
其他種種原田，成了国府陸軍70軍62軍的戦士，或海軍的技術員兵，在中園東北華北或長
江戦場出生人死。這些台湾子弟兵有的戦死，有的成了共軍停虜一輩子無法回台，甚至参加
抗美援朝的戦争去普砲友，並在文革期間経歴各種整轟。幸運回台的雑然回到了台湾，但他
椚為国府賓命従軍的歴史，即被国府否認。白1990年代初期，部分滞留大陸台籍国軍陸棲回
台，但許多人也困家族四散或其他原因一直末能蓮台。
許昭柴在中図四虞探訪台籍老兵，童起了老兵回郷的連署運動。1991年政府開放黒名軍，
許昭簗得巳返台。他賂連署布條管回台湾，四虞演講台籍老兵的遭遇，並四虞串聯在1949
年回台的早期台籍老兵，企囲争取台籍老兵的権益及歴史上該有的地位。1994年成立了台籍
老兵協合，並在立法院遊説興単行公聴合，最後迫使園防部承認台籍老兵的軍籍異臭征戦沙
場的歴史。但是国防部並末封台籍老兵提供妥昔的照顧輿尊重，其在1995年入嗣忠烈洞的活
－　91－
動只給予短短三天的預知，也使許昭菜決定纏碑為老兵的歴史奔走，以譲世人知道他僧的歴
史。1997年起，便開始陳情希望番台籍老兵建碑紀念。在1998年動員老兵至高雄市政府抗
議，要求建碑慰霊，最後獲致呉教義市長同意撥給旗津一片用地譲老兵建立紀念碑輿公園，
但是建碑等費用需自行筆措。
常民進窯謝長廷最得高雄市長，許昭菜原本寄望市府能封忙建碑，御得不到回麿。市府
也屡屡催促動工，威脅収回土地，許昭柴於是動用僅有的積善，建立一作簡単的紀念砕。在
2006年後，市府開始支持此公園的興建，然在今年年初，部分市議員管領823砲戦戦友，打
算賂此紀念国共内戦台籍老兵的戦争興和早紀念公園，改成紀念823砲戦的公園。少数市議
貞更封戦争輿和平紀念公園的「戦争」二字不悦，並認為此公園内紀念碑影響薗地観光，希
望遷移。幾腔折衝，市議合興市政府於4月達成協議，賂此公園改名成和卒紀念公園，不遷
移園内台籍老兵紀念碑，但在台籍老兵紀念碑勇竪立一更為巨大的823戦役紀念碑，並要求
在入口虞的刻有「戦争興和平紀念公園」的巨大石碑移走或任建築工作人員壇置，或賂石碑
上戦争二字移除。
許昭菜原本預計在5月13日再次展開抗争，然在5月9日的最後協調中，三方最後同意
不動入口虞石碑，但公園佃改稿和平紀念公園並竪立823紀念稗。許昭発賂5月13日的抗争
改為慰憲公祭。在5月13日公祭致詞中，預菖他要用生命死守戦争興和卒公園的決心。在一
塁期後5月20日普天，準備好敷扮遺書寄薄給撃友興媒昏乳　興幾位老友電話告別＼最後傍晩
在戦争興和卒紀念公園預定地引火日義。其遺書中馬道「図不像国，政府不像政府，議合乱
舞，司法乱揮，自由民主又脱線，愚兵愚兵一世人」，「現行退撫制度，不公不義，剥別番
薯仔，照厨老芋仔」，要求審税台湾役男的制度，使老兵得到應有的公平興封待。遺言中更
大力斥責扁政府，未能致力追求轄行正義，使台籍老兵錯乱的一一生，投有締層的生命，得到
平反輿正義。遺言最後，提及他要用生命死守這塊公闇，直列成立台湾歴代戦致将士紀念碑
為止。
許昭粟的死，譲許多長久輿許昭菜往来的本土杜圏，開始決定要完成他的遼願，而部分
市議貞輿市府也在努力設法達成他生前約期望，希望能遊説昔時反封此公園的部分市議員。
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「2004年5月17日　於：台湾緑島　緑島人権　音楽祭」
「2008年5月19日　於：台湾高雄旗津半島　許昭柴先生　生前最後の一枚」
